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Ⅲ 北海道の体力向上の取組に 

関する改善の方向性 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ここでは、全国体力・運動能力、運動習慣等調査における本道の実技調査

及び質問紙調査の結果について、全国平均や上位の都府県の結果と比較・分

析した結果に基づいた改善の方向性や具体的な取組事例等を掲載していま

す。 

各市町村教育委員会及び学校においては、本資料を参考にし、体育・保健

体育の授業改善や体育・保健体育授業以外の取組の改善・充実を図るなど、

児童生徒の体力向上に向けた取組の更なる充実に向け、御活用ください。 
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１ 体育・保健体育授業の改善・充実に向けた取組の方向性 
 

北海道の体育・保健体育授業における  
※令和５年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査結果より 

 

● 体育の授業に進んで取り組んでいる
児童生徒の割合が全国平均よりも低い。 

● 授業の中で、 
・目標(ねらい・めあて)を意識した学習 
・友達と助け合ったり、教え合ったりす

る活動 
・授業で学習したことを振り返る活動 
により、「できたり、わかったり」するこ
とがあると実感している児童生徒の割
合が全国平均よりも低い。 

・児童生徒が自己の体力向上や成長を実感することができるプラン等の作成及び共有 
・単元の目標、内容、評価規準を具現化し、指導場面や評価機会を関連付けた指導計
画を作成 

○ 体育の授業が楽しいと感じている児

童生徒の割合が全国平均よりも高い。 

○ 小・中学校ともに、 

・授業の冒頭に目標を示す 

・授業の最後に学習内容を振り返る 

・助け合ったり、役割を果たしたりする 

・児童生徒同士で話し合う 

活動を取り入れていると回答している

学校の割合が全国平均よりも高い。 

【本道の課題】 
 

【本道の現状】 
 

これからの授業改善の方向性 

 児童生徒が「できる」、「わかる」を一層実感することができる授業の実現に向けて 
 

年
度
当
初
に
お
け
る
組
織
体
制
の
整
備 

「体力向上プラン」による検証改善サイクルの確立（※詳細はＲ４及び R５実践概要報告集を参照） 
 

○ 様々なデータに基づく、自校の課題を
分析 

 
○ 課題解決に向けた取組目標を明確化 

○ 全教職員で、実態を踏まえた実効性のある取
組となるよう協議 

 ・次年度の取組方策の決定 

「体力向上プラン」作成のポイント 「体力向上プラン」推進のポイント 

○ 年間の取組と新たなデータを踏まえ
次年度の取組の方向性を明確化 

○ 各学校の課題や目標に応じた取組（一
校一実践）を設定・推進 

○ 取組の進捗状況の評価時期や評価方
法を具体的に設定・実施・取組改善 

○ 運動習慣の確立につながる取組を推進 
 ・意欲を喚起するよう内容や方法を工夫・改善 
○ 目標達成状況を把握し、取組を改善・充実 
 ・児童生徒一人一人が取組目標の達成状況や自

己の成長を実感できるよう評価時期や評価
内容を設定 

○ 児童生徒の体力の状況等を正確に把握 
 ・新体力テストの実施時期 
 ・児童生徒が持てる力を十分に発揮できる指導 
○ 課題解決に向けた取組目標を共有 
・把握した体力の状況のフィードバック 
・児童生徒一人一人の取組目標を明確化 

 

Ｐ 

Ｄ 

Ｃ 

Ａ 
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単
元
開
始
前
の
指
導
の
見
通
し
の
明
確
化 

単元構造図による明確化（単元の目標から学習の流れ、評価機会及び評価規準をまとめたもの） 

＋Point 

児童生徒の目指す姿を明確化 

単元を通した学習内容及びそのつながりを明確化 

単元の評価規準（赤枠
下段）と１単位時間に
おける評価機会（赤枠
上段）及び評価内容等
のつながりを明確化 

２～４時間目で習得した知識や技
能を活用して「思考力、判断力、表現
力等」の学習につなげることができ
るよう、チームや個人の課題を確認
したり、その課題の解決のための練
習方法を既習の学習内容から選択し
たりする学習機会を設定します。 

自己の課題の解決に向けて、必要な「知識及
び技能」を身に付けられるよう、技術的なポイ
ントを明確にした学習機会や練習場面を設け、
「わかる」と「できる」を単元の中でつないでい
きます。 
また、技能の定着には時間がかかることから、

評価場面を各練習や活動の後半に設定します。 

【作成例】 

・学習した知識を活用して技能の習得が図
られる場面の設定 

・既習事項の活用 
・自らが方法を選択して自己（自他）
の課題解決を図る場面の設定 
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・
・これまでに学習した内容など、基本運動や基本技能の確認（

） 
・主運動につながる準備運動の工夫（体つくり運動との関連、運動量の確保など）

単
元
の
「
導
入
」
場
面
に
お
け
る
指
導
の
手
立
て 

単元で身に付けさせたい資質・能力の明確化・重点化（オリエンテーションの工夫） 

基本運動や基本技能の確認（技能のポイントの確認、ＩＣＴ機器の活用など） 

＋Point 

事前アンケートを活用し、どのような力を
身に付けたいかを共有 単元の学習計画や 1単位時間の学習の流れを児童生徒と共有 

前年度の授業映像や動画教材を活用 基本技能の確認 

＋Point 

＋Point 

主運動につながる準備運動の工夫（体つくり運動との関連、運動量の確保など） 

ボールを使った運動や手で支えて逆立ちする動き 多様な動きを取り入れた運動プログラム 
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「
知
識
及
び
技
能
」
の
習
得
の
場
面
に
お
け
る
指
導
の
手
立
て 

運動の行い方について、自己（自他）の動きの変化に着目し、変容に気付くことができる工夫（「協働的な学び」の実現） 

＋Point 

技の出来映えなどの質的変換を実感できる学習評価の工夫（「できた」「わかった」の実感） 

技能のポイントを明確にした学習機会の設定や練習場面の工夫（「個別最適な学び」の実現） 

＋Point 

技能のポイントの確認 練習場面の工夫 

＋Point 

技能のポイントを踏まえた生徒の気付き 

技能のポイントを踏まえた協働的な学び 
ＩＣＴの活用 

単元を通じた記録の蓄積 
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「
知
識
及
び
技
能
」
の
活
用
の
場
面
に
お
け
る
指
導
の
手
立
て 

＋Point 

課題解決のための練習方法や作戦例を既習の学習内容から選択する学習機会の設定 

これまでに学習した内容を学習場面に適用したり応用したりして、他者に伝える活動 

★ 令和５年度（2023年度）実践概要報告集 ★ 
上記の内容について、小学校体育専科教員、小学校体育エキスパート教員及

び中学校授業実践スペシャリストによる体育・保健体育授業の改善・充実に向
けた取組や児童生徒が意欲的に運動に取り組むことができる環境整備の例な
どが掲載されていますので、参考資料としてご活用ください！ 

（令和６年（2024年）３月28日付け事務連絡） 

好事例がたくさん掲載されています！ぜひご活用ください！ 

＋Point 

既習の運動の行い方を踏まえた作戦例 

自己の課題に応じて選択して運動に 
取り組むことができる教材・教具 

ホワイトボードやＩＣＴの活用 

思考し、判断したことを書く活動 


